
世界公開大学学長 シンポジュウム in さいたまを拝聴して 
 
 報 告 者： 笠井 政記 

日    時： 平成２１年１１月１４日・１５日 
 会    場： 浦和コミュニティセンター複合公共複合施設「コムナーレ」 
 参加人数： １４日 約３００名, １５日 約１００名 
 
公開大学（open university）とは、 

  放送大学、通信教育大学、遠隔教育大学などの総称である。日本では、放送大学（The 
Open University of Japan）がこれにあたります。諸外国では、必ずしも放送手段を用い

ず、遠隔地を対象としているとは限らないため、公開大学と表現されています。 
 
 開催行事 
  １４日 基調講演  

「生涯学習社会に向けて～日本における現状と課題を中心に」 
  講演者 板東久美子（文部科学省 生涯学習政策局長） 
   講演概要 
    生涯学習社会を築いていく中で、三つの重要な考え方があります。 

１．生涯にわたり、どの時間にでも学習できるように保障すること。 
２．学校教育、社会教育、企業や家庭での教育など、多様な領域の学習を

連携させること。 
３．学習成果を適切に評価し、それを社会で生かせるよう担保すること。 
です。   
日本の生涯学習の特徴は、教養や趣味で人生を豊かにする観点からニー

ズが非常に強いこと。日本では、少子高齢化が進み一人一人の能力を最大

限に伸ばし、多様な人材の能力を社会で生かすことが求められている。知

識や技術が高度化する中で、社会人に高等教育の機会を提供していくこと

も重要です。 
こうした生涯学習社会を実現するために、遠隔教育は極めて重要な手段

となります。情報通信技術を活用し、時間や場所の制約を超え、学習のチ

ャンスを与える遠隔教育の役割はさらに大きくなると思います。 
    

分科会 
  １．カナダの公開大学：地域レベルとグローバルレベルでの学習コミュニケー

ティの構築 



  ２．中国における学習社会の発展：中国の公開大学にとっての機会と挑戦 
     ３．生涯学習による教員の能力開発：インドネシアのテルプカ大学における課

題と実践 
     ４．パーチャルなパスウェイ、パーチャル上の無限の可能性：遠隔教育と生涯

学習革命 
  １５日 １４日に引き続いて分科会 
     １．遠隔学習による学習コミュニティの構築（イギリス公開大学） 
     ２．スコータイ・タマティラット公開大学の遠隔教育：過去、現在、そして未

来 
     ３．より広範なネットワークにおける公開遠隔学習期間の価値―ニュージーラ

ンドの経験 
     ４．教育の機会向上による生涯コミュニティの構築：マレーシア公開大学の経

験 
     ５．韓国放送大学通信大学校（韓国国立公開大学）における学習の質のための

技術と人間性 
     ６．地域での生涯学習推進のための日本における遠隔教育の政策と実態 
 
     歓迎パーティが開催された。 

             放送大学同窓会サークル「ウエルカム」のメンバーの運営、司会、接待 
：お疲れさまでした。 

 
            感想 
             １．どこの国の学校も 

資金援助、生徒募集で苦労しているのが現状である。 
      ２．学んでいる人は、若い年齢層であり、韓国などは、３０歳代の生徒が主

である。そして、勤労者である。 
             ３．特記として 
               刑務所にも門徒を開いている国があった。（授業料割引） 
             また、石 学長は、 

・免許の取得が可能なコースを設置すれば生徒は増える。 
               ・ニューヨークに設置の要望があり、２０１２年頃には、設けたい。 
                資金の問題がある。との話をされていました。 

            ※このシンポジウムの詳細は、同窓会の部室に資料

を置いておりますので、ご覧ください。 








